
か
ね
て
か
ら
水
害

へ
の
脆
弱
性
が
指

摘
さ
れ
て
い
る
。

根
拠
の
一
つ
と

な
っ
て
い
る
の

が
、
三
大
都
市
圏

を
中
心
に
広
が
る
「
海
抜
ゼ
ロ
メ
ー
ト
ル

地
帯
」
の
存
在
だ
。
海
抜
ゼ
ロ
メ
ー
ト
ル

地
帯
と
は
、
地
下
水
の
汲
み
上
げ
な
ど
に

よ
っ
て
、
標
高
が
満
潮
海
面
よ
り
も
低
く

な
っ
た
土
地
の
こ
と
。
こ
う
し
た
エ
リ
ア

は
水
害
に
遭
い
や
す
い
上
、
自
然
に
水
が

引
い
て
い
か
な
い
た
め
被
害
が
慢
性
化
し

や
す
い
の
だ
。

　

そ
こ
で
今
回
は
、「
海
抜
ゼ
ロ
メ
ー
ト

ル
地
帯
に
立
地
す
る
店
舗=

相
対
的
に
水

害
リ
ス
ク
が
高
い
」
と
仮
定
。
生
活
イ
ン

フ
ラ
で
あ
る
小
売
り
店
舗
の
水
害
リ
ス
ク

を
考
察
し
て
み
た
い
。

　

算
出
方
法
は
、
ま
ず
日
本
全
国
を
一
辺

が
五
〇
〇
㍍
の
メ
ッ
シ
ュ
単
位
に
分
割

し
、
平
均
標
高
デ
ー
タ
を
算
定
。
平
均
標

高
が
ゼ
ロ
以
下
に
な
る
エ
リ
ア
を
割
り
出

し
、
そ
こ
に
技
研
商
事
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ

ナ
ル
の
持
つ
店
舗
の
位
置
デ
ー
タ
を
重
ね

た
。
今
回
取
り
上
げ
る
店
舗
は
ス
ー
パ
ー

に
限
り
、
売
り
上
げ
上
位
一
五
社
と
地
域

性
を
考
慮
し
た
三
五
社
の
計
五
〇
社
を
対

象
と
し
て
い
る
（
内
訳
に
つ
い
て
は
弊
誌

一
八
年
七
月
号
参
照
）。

　

海
抜
ゼ
ロ
メ
ー
ト
ル
地
帯
に
店
舗
を
持

つ
企
業
と
店
舗
数
を
ま
と
め
た
の
が
図
表

１
だ
。
最
も
多
く
店
舗
を
抱
え
て
い
た
の

は
ラ
イ
フ
で
一
三
店
だ
っ
た
。
首
都
圏
、

近
畿
圏
の
都
市
部
に
集
中
し
て
出
店
す
る

だ
け
あ
っ
て
、
低
地
に
立
地
し
て
い
る
店

都
心
部
に
展
開
す
る
ス
ー
パ
ー
に

危
険
性
が
つ
き
ま
と
う

舗
が
多
い
よ
う
だ
。
続
く
マ
ル

エ
ツ
は
八
店
。
東
京
地
盤
で
、

小
型
店
マ
ル
エ
ツ
プ
チ
な
ど
都

心
部
へ
の
展
開
に
も
積
極
的
な

こ
と
か
ら
店
舗
数
が
積
み
上

が
っ
た
。そ
の
後
は
ダ
イ
エ
ー
、

イ
オ
ン
リ
テ
ー
ル
、
西
友
、
ユ

ニ
ー
と
広
域
の
総
合
ス
ー
パ
ー
が
続
く
結

果
と
な
っ
た
。

　

次
に
特
定
の
エ
リ
ア
を
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ

し
、
各
地
の
状
況
を
よ
り
詳
し
く
見
て
み

よ
う
。
特
に
海
抜
ゼ
ロ
メ
ー
ト
ル
地
帯
の

規
模
が
大
き
く
、
店
舗
数
も
多
い
三
大
都

市
圏
を
取
り
上
げ
て
み
る
（
地
図
上
の
薄

い
網
掛
け
が
海
抜
ゼ
ロ
メ
ー
ト
ル
地
帯
を

示
す
）。

　

①
首
都
圏
（
図
表
２
）

　

東
京
都
の
墨
田
区
、江
東
区
、葛
飾
区
、

江
戸
川
区
に
ま
た
が
っ
て
海
抜
ゼ
ロ
メ
ー

ト
ル
地
帯
が
広
が
っ
て
い
る
。
周
辺
は
隅

田
川
、
荒
川
、
江
戸
川
と
そ
の
支
流
が
入

り
組
む
よ
う
に
走
り
、
河
川
の
氾
濫
に
よ

る
浸
水
の
危
険
性
が
う
か
が
え
る
。
一
方

　

今
年
七
月
、
西
日
本
を
襲
っ
た
豪
雨
は

洪
水
や
土
砂
崩
れ
を
引
き
起
こ
し
、
二
二

〇
人
以
上
が
死
亡
す
る
と
い
う
平
成
最
悪

の
大
水
害
と
な
っ
た
。
中
で
も
岡
山
県
倉

敷
市
真
備
町
は
最
も
被
害
の
大
き
か
っ
た

地
域
で
、
同
県
で
の
死
者
六
一
人
の
う
ち

五
一
人
が
犠
牲
と
な
っ
た

　

真
備
町
の
被
害
が
大
き
か
っ
た
直
接
的

な
原
因
は
、
二
つ
の
川
の
合
流
点
付
近
で

堤
防
が
決
壊
し
た
こ
と
に
あ
る
。
し
か
し

元
々
当
該
地
区
の
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
に

よ
っ
て
、
そ
う
し
た
危
険
性
は
指
摘
さ
れ

て
い
た
。
こ
の
地
図
上
で
真
備
の
大
部
分

は
紫
色
で
塗
ら
れ
て
い
る
。
洪
水
が
起
き

た
場
合
、
浸
水
す
る
可
能
性
が
高
い
こ
と

を
示
す
。
し
か
し
真
備
の
住
人
に
こ
の
ハ

ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
は
周
知
さ
れ
て
い
な
か
っ

た
の
だ
。

　

こ
う
し
た
事
態
は
決
し
て
対
岸
の
火
事

で
は
な
い
。
実
際
に
日
本
の
主
要
都
市
は

「
海
抜
ゼ
ロ
メ
ー
ト
ル
地
帯
」
が

点
在
す
る
日
本

図表１ 海抜ゼロメートル地帯
にあるスーパーと店舗数（全国）
企業名 店舗数
ライフコーポレーション 13
マルエツ 8
ダイエー 7
イオンリテール 6
西友 6
ユニー 6
イトーヨーカ堂 5
オーケー 5
サミット 5
ドン・キホーテ 5
マックスバリュ中部 4
イズミヤ 3
関西スーパーマーケット 3
バロー 3
フィールコーポレーション 3
オークワ 2
原信 2
カスミ 1
スーパーサンシ 1
トライアル 1
フクハラ 1
平和堂 1
マルナカ 1
万代 1
総計 93
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商
圏
を
読
み
解
く

小
売
り
店
舗
の
水
害
リ
ス
ク
と
求
め
ら
れ
る
対
策

 　連載
　第3回

デ
ー
タ
協
力
：
技
研
商
事
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル

　

商
圏
分
析
ツ
ー
ル
「
Ｇ
Ｉ
Ｓ
（
地
図
情
報
シ
ス
テ
ム
）」

の
提
供
、
エ
リ
ア
戦
略
の
支
援
を
行
う
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン

グ
企
業



で
、
住
宅
地
が
多
い
こ
と
か
ら
店
舗
も
密

集
。
こ
の
エ
リ
ア
だ
け
で
図
表
１
の
九
三

店
の
う
ち
、
約
半
数
が
立
地
し
て
い
た
。

　

こ
の
エ
リ
ア
に
限
定
し
て
見
る
と
、
ラ

イ
フ
、
マ
ル
エ
ツ
と
同
規
模
で
店
舗
を
抱

え
る
の
が
オ
ー
ケ
ー
、
サ
ミ
ッ
ト
だ
。
特

に
オ
ー
ケ
ー
は
近
年
、
周
辺
で
の
出
店
を

加
速
し
て
い
る
。
ド
ミ
ナ
ン
ト
戦
略
は
エ

リ
ア
内
に
お
け
る
効
率
と
競
争
力
を
高
め

荒川区

墨田区

江戸川区江戸川区

江東区江東区

東京駅東京駅

上野駅上野駅

隅田川隅田川

荒川荒川

江戸川江戸川

葛飾区

台東区

る
。
し
か
し
こ
の
地
図
が
示
す
通
り
、
水

害
の
際
に
は
一
円
の
店
舗
が
一
挙
に
被
災

す
る
可
能
性
が
あ
る
こ
と
も
留
意
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

　

②
中
京
圏
（
図

表
３
）

　

愛
知
県
西
部
の

尾
張
地
域
は
沖
積

地
と
そ
の
周
辺
を

干
拓
し
た
土
地
で

形
成
さ
れ
、
国
内

最
大
の
海
抜
ゼ
ロ

メ
ー
ト
ル
地
帯
を

有
す
る
。
一
部
に

は
海
面
よ
り
三

メ
ー
ト
ル
低
い
土

地
も
あ
る
ほ
ど

だ
。
一
帯
は
数
年

お
き
に
大
雨
に
よ

る
被
害
に
見
舞
わ

れ
て
お
り
、
無
視

で
き
な
い
リ
ス
ク

を
抱
え
て
い
る
と

い
え
る
。

　

海
部
地
域
（
津

島
市
、
弥
富
市
、

愛
西
市
、あ
ま
市
、

海
部
郡
）
の
ゼ
ロ

図表上下とも技研商事インターナショナルの商圏分析GIS（地図情報システム）『MarketAnalyzer ™』で作成

愛西市

津島市

あま市

海部郡

弥富市

港区

中川区

南区

緑区

天白川

庄内川

新川

日光川

木曽川

揖斐川

長良川 名古屋駅

名古屋市

山崎川

図表 2　首都圏（東京都墨田区、江東区、葛飾区、江戸川区周辺）の海抜ゼロメートル地帯

図表３　中京圏（愛知県西部）の海抜ゼロメートル地帯
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内
の
ゼ
ロ
メ
ー
ト
ル
地
帯
に
は
マ
ッ
ク
ス

バ
リ
ュ
中
部
の
店
舗
が
多
く
立
地
し
て
い

メ
ー
ト
ル
地
帯
に
は
ユ
ニ
ー
の
ピ
ア
ゴ
が

多
く
見
受
け
ら
れ
る
。
一
方
、
名
古
屋
市

尼崎市

西淀川区

淀川区

福島区

港区 大正区
浪速区

西区

大阪市大阪市

武庫川

中島川

神崎川

淀川

安治川

尻無川

木津川

大阪駅
梅田駅

新大阪駅

此花区

た
。
そ
の
他
、
バ
ロ
ー
、
フ
ィ
ー
ル
も
海

抜
マ
イ
ナ
ス
の
エ
リ
ア
に
複
数
店
を
有
し

て
い
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。

　

③
近
畿
圏
（
図
表
４
）

　

淀
川
を
挟
ん
で
南
北
に
ま
た
が
る
よ
う

に
海
抜
ゼ
ロ
メ
ー
ト
ル
地
帯
が
存
在
。
大

阪
市
の
港
区
や
福
島
区
、
西
淀
川
区
、
兵

庫
県
尼
崎
市
南
部
な
ど
が
該
当
地
域
だ
。

河
川
の
多
い
平
地
の
湾
岸
部
で
あ
る
た

め
、
大
雨
や
高
波
に
よ
る
浸
水
の
可
能
性

が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

　

や
は
り
出
店
旺
盛
な
ラ
イ
フ
の
店
舗
の

多
さ
が
目
立
つ
が
、イ
ズ
ミ
ヤ
、関
西
ス
ー

パ
ー
と
い
っ
た
地
場
の
ス
ー
パ
ー
も
海
抜

ゼ
ロ
メ
ー
ト
ル
地
帯
に
含
ま
れ
て
い
る
。

中
で
も
イ
ズ
ミ
ヤ
は
老
朽
化
し
た
店
舗
も

多
い
た
め
、
安
全
の
面
か
ら
も
店
舗
の
改

装
や
整
備
が
急
が
れ
る
。

　

こ
こ
ま
で
低
地
に
立
地
す
る
店
舗
の
水

害
リ
ス
ク
を
見
て
き
た
が
、
リ
ス
ク
の
把

握
は
、
そ
れ
へ
の
備
え
も
行
え
る
と
い
う

こ
と
で
も
あ
る
。
今
回
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し

た
地
域
に
お
い
て
も
、
自
治
体
が
既
に
危

険
性
を
認
識
し
、
対
策
を
進
め
て
い
る
箇

所
は
多
い
。具
体
的
な
施
策
が
、ス
ー
パ
ー

堤
防
の
建
設
、
避
難
用
の
高
台
の
整
備
、

万
一
の
事
態
に
備
え

従
業
員
の
心
構
え
を
醸
成

ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
見
直
し
・
認
知
拡
大

な
ど
だ
。

　

小
売
り
が
主
体
的
に
行
え
る
対
策
は
何

か
。
ま
ず
店
舗
の
建
設
段
階
に
お
い
て
、

安
全
強
化
に
万
全
を
期
す
こ
と
は
大
前
提

だ
。
災
害
情
報
を
い
ち
早
く
キ
ャ
ッ
チ
・

共
有
す
る
情
報
イ
ン
フ
ラ
、
商
品
供
給
の

要
で
あ
る
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
も
強
固
か

つ
柔
軟
に
作
り
上
げ
て
お
く
必
要
が
あ

る
。
万
が
一
被
災
し
た
時
に
備
え
た
マ

ニ
ュ
ア
ル
の
作
成
も
必
須
事
項
。
し
か
し

そ
の
中
身
を
練
り
上
げ
る
こ
と
と
同
じ
く

ら
い
大
切
な
の
は
従
業
員
へ
の
周
知
徹
底

だ
。
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
掲
示
、
定
期
的

な
防
災
訓
練
な
ど
で
、
い
ざ
と
い
う
時
の

心
構
え
を
醸
成
す
る
の
が
肝
要
だ
。

　

災
害
時
、店
舗
運
営
を
継
続
で
き
れ
ば
、

お
客
も
大
助
か
り
だ
ろ
う
。
さ
ら
に
一
歩

踏
み
込
ん
で
、
店
舗
の
状
況
、
開
店
時
間

な
ど
を
Ｓ
Ｎ
Ｓ
な
ど
で
逐
次
発
信
で
き
れ

ば
、
よ
り
使
い
勝
手
が
よ
く
な
る
。
生
活

イ
ン
フ
ラ
と
し
て
、
今
後
は
こ
う
し
た
体

制
を
整
え
て
い
く
必
要
も
あ
り
そ
う
だ
。

地
震
と
違
い
、
水
害
は
天
候
の
情
報
を
事

前
に
つ
か
む
こ
と
が
で
き
、
発
生
場
所
は

特
定
さ
れ
て
い
る
。
だ
か
ら
こ
そ
リ
ス
ク

を
知
り
、
備
え
、
被
害
を
最
小
限
に
食
い

止
め
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

技研商事インターナショナルの商圏分析GIS（地図情報システム）『MarketAnalyzer ™』で作成

図表 4　近畿圏（大阪市西部、尼崎市南部）の海抜ゼロメートル地帯
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